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はじめに  

ヌ1一トリアAみOCα5′erCq汐〟ざの原産地はチ  

リ・アルゼンチンからポリビヤ南部・パラグ  

アイ・ブラジル南部であり，日本には1907年  

に上野動物園に初めて輸入されたという  

（Woodsetal。，1992；金子，2005）。その後，  

1939～45年まで毛皮のため北海道から福岡県  

までの各地で養殖された（三島，1942）。戦後  

これらが各地で野生化し，現在関西以西を中  

心としてその分布を広げており，1968年度の  

林野庁鳥獣関係統計によると，有害鳥獣駆除  

で捕獲された府県は多い順に岡山県，神奈川  

県，京都府，千葉県，石川県，広島県，三重  

Abstract：Atotalnumber・Of35specimensofA少0－  

CaSter Cq）puS Were COllected危om Honjima，Te－  

Shima，and Oteshima（Marugame City），and  

Shyodoshimaand Teshima（Shyozu－gun），Ka－  

gawaPrefヒcture．Theseislandsaredistributedinthe  

SetoInlandSea．AmonglOfヒmales，fburoneswere  

pregnantwith fburtoten embryosintheiruteruS  

COllectedinJune，September，October，andNovem－  

ber‖Among15males，eightoneshadsexuallyac－  

tivetestescollectedinSeptembeT，December，Janu－  

aryandFebruary”Therehasbeennoinformationof  

thenutriaonthebreedingorthelivingontheseis－  

1ands and／orIShikoku The nutria has been killed  

more than1500individuals as harmfu1animals  

Since1998inOkayamaPrefbcture．Someofthese  

nutr’iaswould migrateordisperSethroughthesea  

魚OmOk町amaPrefヒctur・e，Wherethenutriaisabun－  
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km2，最高標高203．9m（小坂山）であり，ほぼ  

長方形の形で周囲約19kmある。農耕地は，東  

南の方向に広がる北浦が－L番広く，ついで西  

北海岸にある大浦にみられる。フェリ・－・乗り  

場の北側（字名：泊）に旧アイランダーホテ  

ル本島の跡地があり，隣接してその北側に半  

径250mの旧クルマエビ養殖場池が3池ある。  

それぞれの池は三角形のそれぞれの角の位置  

にあり，以降では北池，東池，および西池と  

称する。．ヌ1－・トリアの死体は西池西側にある  

水路から約15m西にある四国電力本島営業所  

より東南約10mの距離で一卜部白骨化して発見  

された。住民がこの死亡個体を発見し，その  

後に意図的に埋めたものをその後掘り出し  

た。頭骨からヌ1一・トリアであることを筆者の  

1人（金子）が確認した。   

その後，2007年10月9日においても前香川  

県みどり保全課の福田裕之氏ほかが，旧クル  

マエビ養殖場周辺において巣穴や糞を発見し  

た。すなわち，西他の填ではヌ一トリアの  

掘ったと思われる穴や足跡が，さらに束池と  

西他の境にある填でも穴や糞が発見された。  

また，本島中学校南側の畑の作物が掘り荒ら  

されている状況がみられた。その時の聞き込  

みでは，住民によって8月頃に本島中学校  

ブール北側でもヌ・一トリアらしき動物が目撃  

され，10月初旬に北他の北にある水門付近で  

水路にはいるのが目撃された。また，時期は  

不明であるが，本島中学校教諭がヌートリア  

を堤の西側の水路で目撃していたという。さ  

らに，10月16日午後8時40分頃に北池北側に  

ある山根児童館より北の交差点でヌ・－トリア  

を住民が目撃したという連絡も県側に伝えら  

れた。   

香川県は2008年6月にヌ・一トリアの有害鳥  

獣申請をおこない，ヌ・－トリアの駆除をおこ  

ない始めた。箱ワナを用いた駆除掃獲の結  

果，2009年2月までに筆者たちの手元に得ら  

れたヌ・－トリアは計35頭であった。掃獲した  

採集月でみると2008年6月4頭，8月3頭，  

県，山梨県，和歌山県，愛媛県となる（池  

田・高野，1970）。さらに，2003年度の環境省  

の有害鳥獣駆除は，岐阜県，愛知県，京都  

敵 兵庫県，島根県，鳥取県，岡山県，およ  

び広島県で実施されているという（曽根ほ  

か，2006）。2005年には環境省の特定外来生物  

に指定された。   

香川県では，第二次世界大戦終了（1945年）  

以前にはヌ・一トリアを養殖していたことがあ  

り，1942年1月には全国で4番目の128頭の飼  

育がされていた（三島，1942）。この時の具体  

的な状況について－の資料は他に残って－いな  

い。約50年後に，香川県における野生ヌ・－ト  

リア死亡個体（雄）が1990年9月，三豊郡高  

瀬町麻小学校前の道路上で発見された（本多  

ほか，1992）。その後，香川県におけるヌ・一ト  

リアに関しては，直島町での捕獲が香川県の  

2005年度の狩猟統計（平成17年度）（森井，  

2007）にあるのみである。   

と．ころで，2007年8月31日に丸亀市本島で  

ヌ・－トリアが発見された。その後，2009年2  

月までに，瀬戸内海に浮かぶ香川県の他の島  

喚部でもヌ－トリアが続々と捕獲された。そ  

こで，筆者たちの手元に届けられたヌ・－トリ  

アの捕獲や目撃情報の状況を報告し，あわせ  

て外来生物ヌ・－・トリアの海上分散の可能性を  

指摘してみたい。なお，捕獲個体の形態的な  

分析は稿を改めることとする。  

材料と方法  

捕獲されたヌ、－トリアは捕獲地，捕獲年月  

日の資料とともに，標本番号を付し死後冷凍  

保存された。解凍後外部計測をし，頭骨のみ  

を取り出し骨格標本とした。内臓は剖検し  

た。  

結  果  

2007年8月31日に香川県丸亀市本島でヌ・－  

トリアの死亡個体（骨格のみ）が発掘され  

た。本島は丸亀港北方約9kmにある面積6．75  
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表1．香川県鳥喚部（瀬戸内海）で捕獲されたヌートリアの月別頭数．  

年  2008年  2009年  
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雄  3  2  

雌 1＊  

雄  

雌  

雄  

＊
 
 

1
 
 

2
 
 

l
 
＊
 
l
 
 

l
 
l
 
 

・
父
T
 
 ＊

 
＊
 
 

・
Ⅹ
T
 
＊
 
 

＊
 
2
 
 

4
 
 
 

拍
1
2
 
 

3
 

7
3
1
8
0
1
2
1
 
 

本島（丸亀市）   

手島（丸亀市）   

小手島（丸亀市）   

小豆島（小豆郡）  

雄  3  

雌 1＊  1
 
 

2
 
 

1
ほ
 
 

＊
 
＊
 
 

4
 
3
 
 

り
■
 
3
 
 

2
 
1
 
 

＊
 
 

＊
 
＊
 
 

＊
 
＊
 
 

＊
 
2
 
 

4
 
 

＊
 
 

＊
 
1
 
 

4
 
 

＊：雄は副精巣尾部が管状構造を示し，雌は胎児が肉眼でみえる妊娠個体の，それぞれ1頭を示す…  

図1い ヌ1－トリアが瀬戸内海（香川県側）で捕獲・目撃された島映部，小豆島，本島，手島，小手  

島で捕獲され，また豊島では1頭死亡個体が目撃された。ハッチを付けた部分はヌートリア  

が生息あるいは過去に生息の情報が得られた範囲や地点を示す（香川県側は本多ほか，  

1992；森井，2007）。  
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km2，最高標高33胤8m（壇山）で周囲は20り51  

kmある。豊島では死体が1頭発見された。  

2008年8月15日午前10時頃であり（三井孝  

氏），発見場所は甲生（南海岸）の西側を流れ  

る甲生川の途中（標高27m）のところで死体  

を発見した。写真撮影がおこなわれ 全身や  

頭部（黄色のエナメル質の切歯）からヌー・ト  

リアと筆者の1人（金子）が同定した。  

考  察  

これらの島喚部全体でみると，肉眼で胎児  

を持った妊娠雌が6月， 9月，10月，11月，  

および2月に採集され，副精巣尾部が管状を  

示レ性的成熟に達している雄が9月，12月，  

1月および2月に採集されたことから，春と  

秋から冬にかけてヌ、－トリアの繁殖活動がお  

こなわれていると推測される。   

ヌ1一トリアは筆者たちの手元にすべての捕  

獲個体が集められたわけではないが，面積  

6…75km2の本島で計10頭の描獲に対して，面積  

3．84km2の手島で計21頭の捕獲があったことは  

非常に興味深い。手島は鞍部の200mX200m  

程度のわずかな畑地で小さな小川しかなく，  

外部から絶えず侵入して－いることが考えられ  

る。   

ここで，ヌ・－トリアの日本全国における分  

布の状態をみよう。株式会社野生生物保護管  

理事務所（2007）は環境省の鳥獣統計から全国  

の描獲数の分布図を年代別に示している。し  

かし，この図は各県における年代の変化が読  

み取りにくいので，一・覧表に作成し直した  

（表2）。この結果，全国では関東地方の茨城  

県，栃木県，群馬県，千葉県，および神奈川  

県などで近年は100頭未満という数字がみられ  

る。これに対して，中部地方では岐阜県，愛  

知県，三重県では100頭未満および100頭から  

1000頭という数字が近年の傾向である。さら  

に近畿・中国地方では，岡山県，兵庫県，鳥  

取県，島根県，京都府において100頭から1000  

頭未満の捕獲がされている。この中では岡山  

9月7頭，10月2頭，11月5頭，12月3頭，  

2009年1月5頭，および2月6頭の計35頭で  

あった（表1）。なお，筆者たちの手元に届け  

られた死亡個体以外にも捕獲個体はあったが  

その実態は不明である。捕獲個体を外部計測  

し，内部生殖器などの特徴を調べたが，描獲  

総個体数35頭中，雄22頭，雌13頭であった。  

そのうち妊娠が確認された6頭の雌の胎児数  

は4～10であり，6月，9月，10月，11月  

（それぞれ1頭），および2月（2頭）に∴採集  

された。副精巣尾部が管状を示し性的成熟に  

達している8頭の雄は9月，12月（それぞれ1  

頭），1月（2頭）と2月（4頭）に採集され  

た。   

これらのヌ1－トリアの捕獲場所を各島幌別  

に述べる（図1）。香川県丸亀市の本島では  

フェリ1一乗り場付近の泊，東部の農耕地の広  

がる北浦，および北浦の西部で山麓に民家が  

並ぶ山根で計8頭が捕獲された。つぎに，丸  

亀市の手島は丸亀港北西25kmにあり，平面的  

に見ると凹型の島で凹んだ部分に港がある。  

面積3‖84km2，最高標高2け．2m（東方山）で周  

囲は約11kmある。港から西南方向の中央部に  

鞍部がありわずかに農地がみられる。そこに  

捕獲箱が設置され，計12頭が捕獲された。ま  

た，丸亀市の小手島は手島の南西1．5kmに浮か  

ぶ直角三角形に近い形をした島である。面積  

0．．59km2，最高標高95“1mの小さい島である。  

捕獲箱は南側の小手島／ト学校・中学校周辺部  

の丘陵部の東と西の畑地に設置した。描獲は  

／ト学校・中学校から西500mほどの距離の場所  

で，計1頭捕獲された。   

香川県香川郡の小豆島は面積152．．45km2，最  

高標高816．．7mで瀬戸内海では淡路島に次ぐ面  

積の広い島である。土庄町北山にある土庄高  

校周辺は伝法川による小さな沖積平野が広  

がっている。土庄高校の南，伝法川との間の  

水田地帯で計2頭が捕獲された。また，香川  

県香川郡の豊島は高松の北15km，′ト豆島の西  

4kmにある菱形をした島である。面積は14．．61  

－12 －   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



表2い1990年代までの日本国内県別ヌ・一トリア捕獲頭数   

（環境省鳥獣統計より作成した株式会社野生生物保護管理事務所，2007を改変）  
11970年1980年1990年  

都道府県貰           代  代   代  
11970年1980年1990年  

都道府県慧           代  代   代  

27  滋賀  

28  京都  

29  大阪  

30  兵庫  

31 岡山  

32  広島  

33  鳥取  

34  島根  

35  山口  

1北海道  a  

2 青森  

3 岩手  

4 秋田  

5  山形  

6 宮城  

7 福島  

8 新潟  

9 茨城  a  

lO 栃木  

11 群馬  a  a  

36  徳島  

37  香川  a  

38  愛媛  a  

a  a  a  

a  a   

a  a  

12 埼玉  

13 千葉  

14 東京  

15 神奈川  

39  高知  

40  福岡  a  

41 大分  

42  熊本  a  

43 鹿児島  

44  佐賀  

45  長崎  

46  宮崎  

16 静岡  a  

17  山梨  a  

18 長野  
19 富山  

20  石川  

21 福井  47  沖縄  

a：捕獲頭数10頭未満，b：捕獲頭数10頭以上100頭未満，C：捕獲頭数100頭以上1000頭未満，  

d：捕獲頭数1000頭以上  

川水系に広がり，県北部でも多く確認される  

ようになった（2003年度までの調査：兵庫県  

人と自然の博物館，2005）。しかし，丹波地域  

北西部と淡路島にはまだ広がっていない，と  

記されている。また，兵庫県森林動物研究セ  

ンターの「鳥獣による農業被害調査：ヌート  

リア」のホ・－・ムページには兵庫県内の分布が  

侵入時期および農地・集落周辺への出没増減  

（2006年度・2007年度）として掲載されてい  

る。この分布図をみると兵庫県内にほぼくま  

なくヌートリアは分布している。その中でも  

強いて探し出せば鳥取県との県境に位置し日  

本海の浜坂に河口をもつ岸田川と明石以束の  

県は1960年以前からいままで1000頭以上の捕  

獲がされている。しかし，中国地方のうち山  

口県では報告がない。また，四国や九州は散  

発的であり捕獲数も10頭未満である。   

では，兵庫県と山口県を除いた中国地方の  

状況を県別により詳しく見てみよう。こ．こで  

の資料は文献のみではなく，インダーネット  

のホー・ムペ、一ジの記事も参考にした。その方  

がより現在的な情報を入手できるからであ  

る。   

兵庫県では，1970年代までは篠山市周辺と  

姫路市，相生市，稲美町の数地点での確認で  

あったという。1985年以降加古川水系，揖保  
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六甲山地における分布密度が低い。   

鳥取県では，「週間散歩の途中」のホーム  

ページ（2009／01／29）によると，鳥取県西部  

の日野川流域，中海干拓地，宍道湖での目撃  

情報があるという。鳥取県森林保全課の話と  

して「1990年頃から岡山県境に近い日野川上  

流から被害が出始め米子市まで広がった。も  

ともといなかった動物で中国山地を越えた．と  

いう説が有力」と記されている。「日本海新  

聞」のホ・一・ムぺ－・ジ（2008／01／16）では，鳥  

取市書方町袋川で掃獲されたという。その中  

で鳥取市林務水産課の話を記し，以前には鳥  

取県西部に頻繁に出没していたが徐々に東に  

広げ県東部旧青谷町周辺には2002年に被害が  

出たという。2007年春と夏には旧市部郊外で  

水田被害があるという。鳥取県生産振興課主  

催（2008）「鳥獣・里山セミナ・－・：野生動物と  

里山集落」のホ・－・ムぺ・－・ジでは，ヌーー・トリア  

の有害と狩猟鳥獣の捕獲合計は2000～2001年  

度に100頭未満であったが，2002年度からは  

100～400頭を推移し，2008年度では870頭にま  

で増加している。   

島根県では，1990年に初めて島根県東部の  

松江市で5頭が捕獲され，次第に分布域を拡  

大して島県西端部を除いてはぼ全域に広がっ  

たという。狩猟と有害鳥獣捕獲では2006年度  

では465頭に達し，松江市では157頭が捕獲さ  

れたという（金森ほか，2008）。2001～2003年  

度の調査で出雲市平田地域のため池にヌ1－－ト  

リアの出現が報告されている（（財）ホシザキ  

グリーン財団，2006）。また，「山陰中央新  

報」のホームぺ1－・ジ（2008／07／28）の「山陰  

の野生動物8ヌートリア」では，島根県鳥獣対  

策室によると「1990年に初確認され，現在で  

は県東部と県中部に生息域が拡大している。  

現在では年間100数十頭が捕獲されている」と  

いう。   

広島県では，山県郡，広島市，三次市，庄  

原市，双三郡，神石郡，世羅郡，御調郡，沼  

隈郡，高田郡，比和郡の河川周辺に分布する  

という（広島晴乳類談話会，2000）。広島県の  

有害鳥獣駆除の結果，広島市安佐北区でのみ  

捕獲され2004年度では13頭，2005年度では10  

頭捕獲されている。また朝日（1980）は，芦田  

川下流の福山市箕島町（引用者注：箕島町は  

実際は芦田川の河口）で1948年頃に養殖が始  

まり2～3年続いた，と述べている。福山市  

経済環境局経済部農政課（2008）「福山市鳥獣  

被昏防止計画（平成20年度）」においてヌ1－・ト  

リアの被害面積は2008年度0．1haで芦田川沿い  

の水田の生育期と収穫期に被害が現れている  

という。市内各所の池や川でも目撃され生息  

域が拡大しているという（以上はいずれも  

ホー・ムぺ1－ジ）。また，「中国新聞メディアク  

ラブ（経済ニュ1－・ス）」のホームペ・－ジ  

（2009／01／29）によれば，2003／07／22の休眠農  

協の話の中に，かつてはヌ1－・トリアの増産を  

めざした「広島ヌートリア畜産農協（府中  

町）」が存続していたと書かれていた．。   

では岡山県の状況はどうであろうか。池  

田・高野（1970）は岡山市近郊のヌートリアに  

よる農作物被害の状況を述べている。さら  

に，旭川・笹ヶ瀬川・倉敷川・吉井川が「開  

いた扇の骨」状に流れ，それらが児島湖とい  

う入江に注いでおり，人工や天然の小河川，  

堀，水路をもちそこにヨシ他の水草が密生し  

ているので，ヌートリアにとっての採食場，  

繁殖場，逃避場として恵まれた環境条件にあ  

ると推測している。しかし，近年の河川汚染  

に伴う生息環境の悪化によって自然減少をた  

どるのではないかとも述べている。また，三  

浦（1976）はアンケ・一ト調査などにより児島湾  

干拓地から旭川，吉井川，／ト田川にそって  

ヌー・トリアの分布が拡大していることを示し  

た。三浦（1976）は1973年までの年次変化をや  

はり県内の行政単位別の分布地図で表してい  

る。しかし，行政単位別の年次変化を分布図  

によって読み取るのには不便である。そこ  

で，水系別に行政単位をそろえ直しそこに年  

次変化を示すように書き直してみた（表3）。  
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表3り 岡山県内行政単位別にみたヌ・－トリア捕獲密度の経年変化（1964～73年）（三浦，1976を改変）．、  

1964－1966－1968－1970－1972－  

65年 67年 69年 71年 73年  

1964－1966－1968－1970－1972－  

65年 67年 69年 71年 73年  水系別  水系別  

1 1倉敷市  
2  2 消音村  
3   3 船穂町  

4  4 真備町  
5  5 総社市  
6  6 高梁市  

7  7 金光町  

8  8 寄島町  

9  9 鴨方町  
10 10 里庄町  
‖11笠岡市  
高 12梁12 矢掛町  

13川13 井原町  

14 14 美星町  

15 15 芳井町  
16 16 川上町  
17 17 成羽町  

18 18 備中町  

19 19 哲多町  
20  20 哲西町  
21 21新見市  

22  22 大佐町  

23  23 神郷町  

46  1牛窓町  

47  2 邑久町  

48  3 日生町  

49  4 備前市  

50  5 長船町  

51  6 瀬戸町  

52  7 吉永町  

53  8 和気町  

54  9 熊山町  

55 10 山陽町  

56 11英田町  

57 12 佐伯町  

58 13 赤：坂町  

a  a b  

a  59 14 吉井町  

60 15久米南町  

61 16 柵原町  
吉
井
川
 
 

17 中央町  

18 作東町  

62  

63  

64 19 美作町  

65  20 大原町  

66  21東粟倉村  

67  22西粟倉村  

68  23 勝田町  

69  24 奈義町  

70  25 勝央町  

71 26 津山市  

72  27 久米町  

73  28 鏡野町  

74  29 奥津町  

75  30 中和利  

76  31上斎原村  

77  32 勝北町  

78  33 加茂町  

79  34 阿波利  

6 有漢町  

7 落合町  

8 北房町  

9 久世町  

旭
川
 
 

5
 
ご
U
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

勝山町  a  

1 富村  

湯原町  

13 美甘村  

14 八束村  

5 川上村  

6 新庄村  

a：密度（頭数／km2）～0．02，b：密度（頭数／km2）～0．10，C：密度（頭数／km2）～0．50，  

d：密度（頭数／km2）～2．50，e：密度（頭数／km2）～12．40，f：密度（頭数／km2）〉12．50  
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確認されており（Aliev，1968），また汽水域を  

3．2km移動した．のが最長距離であり（Linscombe  

etal‥1981），国内国外を含めて海上部での  

移動の報告は知られていない（Woods et al．、，  

1992）。   

今回，瀬戸内海のなかで岡山に面する香川  

県側のほとんどの島喚部，すなわち束から小  

豆島，豊島，本島，手島，小手島で捕獲さ  

れ，また直島での捕獲記録（2007年度香川県  

の狩猟統計，未発表）：森井（2007）があった。  

さらに，これらの島では戦前および戦後に  

ヌ・一トリアを飼育したという記録はない。し  

たがって，－・番考えやすいのが近くから分散  

した個体ではないかというこどである。上述  

したように岡山県は捕獲頭数が1994～2005年  

度で1500頭を越えることから，岡山県の高梁  

川，旭川，および吉井川からの侵入の可能性  

が高いであろう。岡山県の高梁川河口から手  

島までの距離はおよそ20km，旭川河口から豊  

島までが約12km，土庄までは約18kmの距離を  

ヌ、・－トリアは自力遊泳かあるいは何かの浮遊  

物を使ってたどり着いたという推測が可能で  

ある。より厳密には遺伝子分析的手法によっ  

てこの課題を検討することが必要であろう。   

なお，本多ほか（1992）では，香川県で発  

見された．野生個体の最初の報告であったが，  

この由来についてはなにも議論されていな  

い。この死亡個体が発見された．高瀬川周辺は  

発見当時護岸がコンクリート化され，ヌート  

リアが継続して住める環境状況とは考えられ  

ない。したが、つて，もしかしたらこの死亡個  

体も岡山県由来の瀬戸内海を渡、つてきた個体  

であったのかもしれない。   

以上のことから，もし香川県のこれらの  

ヌートリアが海上を移動したのであれば，海  

上の移動距離としても最長であることにな  

る。また，ヌ1一トリアの多量の分散が海上部  

でもおこなわれるのであれば，島峡部を中継  

地点としてさらに四国本島側に分散してくる  

危険性も考えられる。早急にヌートリア防除  

その結果，高梁川水系では倉敷市と真備町が  

多く，篠ヶ瀬川と倉敷川水系では藤田村，岡  

山市，灘崎町が多い。藤田村の捕獲密度は1  

km2ぁた．り12v5頭を越えている。さらに，旭川  

水系では御津町，加茂川町，北房町，久世町  

といった中流域に多い。最後に吉井川水系で  

は長船町，熊山町，山陽町，赤坂町といった  

下流域が多い。なお，小田川水系では真備町  

は高梁川との関係が考えられるが，1968年か  

ら途中の矢掛町がなく井原町に出現している  

のは，西隣の芦田川から影響が推測される。  

というのは，井原町地域では両河川水系の分  

水嶺は地形的な障害を認められないはど低く  

緩やかだからである。また．，吉井川水系の津  

山市や久米町の増加も吉井川水系から移動・  

分散したか，低く緩やかな分水嶺をはさんだ  

落合町や久世町からの移動・分散とも考えら  

れる。   

さらに，「岡山県環境白書」（ホ、－ムぺ・一  

ジ）によれば，1頭当たり500円以内の補助金  

を出しているヌ・一トリア捕獲頭数は，1994年  

度では1705頭，1995年度では1637頭，1996年  

度では1686頭，1997年度では1876頭，1998年  

度では1574頭，1999年度では1477頭，2000年  

では1054頭，2001年では1612頭，2002年では  

1639頭，2003年度では1722頭，2004年度では  

1994頭，および2005年度では1503頭捕獲され  

ている。したがって，2000年度を除いてほぼ  

1500頭以上が捕獲されているが一・向に減少し  

ていないことが明らかである。これらは補助  

金申請をした頭数であるから実際の捕獲数は  

もっと多いと推測される。また．，2004・2005  

年には西部の矢掛町や笠岡市で交通事故死亡  

個体が発見されており（川口・江．木，2007），  

分散個体が陸上部を移動していることは香川  

県の交通事故死体の例も併せて（本多ほか，  

1992）十分に考えられる。   

いっぽう，ヌ・－トリアが海上部を分散する  

ことあるのであろうか。現在まで，わかって  

いる情報では，河川は2年間で120kmの分散が  
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の対策を講じないと，四国側への影響も甚大  

となるであろう。  

謝  辞  

ヌ1－トリアの死亡個体の提供をして頂い  

た，香川県みどり保全課総務・野生生物グ  

ル、－ブであった福田裕之氏，また現在総務・  

野生生物グル・－プの高尾勇一・郎氏および塩谷  

健二氏，丸亀市農林水産課の大川隆弘氏，山  

口好則氏，および和泉千代子氏，ヌ－トリア  

の捕獲をしている香川県猟友会丸亀支部支部  

長の岩崎辱義民，手島での捕獲に協力頂いた  

地元の高田正明氏，藤原当正氏，および小豆  

郡土庄町農林水産課の西崎晃尚氏はじめ多数  

の関係された方々に対して深く謝意を表す  

る。また，文献をご恵送頂いた三浦慎悟，お  

よび佐野明氏に謝意を表するい  

摘  要   

1）2007年8月31日に香川県丸亀市本島で  

．ヌ・－トリアの死亡個体（骨格のみ）が発掘   

された。  

2）2008年6月にヌ1－トリアの有害鳥獣申請   

後，箱ワナを用いた駆除捕獲の結果，2009   

年2月までに岡山に画する香川県側のほと   

んどの島喚部，すなわち小豆島，本島，手   

島，小手島で捕獲され，計35頭であった。   

また，豊島では1頭死亡個体が目撃され   

た。  

3）捕獲した採集月でみると2008年6月4   

頭，8月3頭，9月7頭，10月2頭，11月   

5頭，12月3頭，2009年1月5頭，計35頭   

であった。捕獲総個体中，雄22頭，雌13頭   

（うち妊娠が確認されたのは6頭）であっ   

た。  

4）肉眼で胎児を待った妊娠雌の出現月，お   

よび副精巣尾部が管状を示レ性的成熟に達   

している雄の出現月から推測すると，ヌ、－   

トリアの繁殖活動は春と，秋から冬にかけ   

ておこなわれていると推測される。  

5）手島では鞍部の200mX200m程度のわず   

かな畑地で小さな小川しかなく，計21頭が   

捕獲されたということは，外部から絶えず   

侵入していることが考えられる。  

6）1994～2005年度までの「岡山県環境白   

書」ではほぼ1500頭以上が捕獲され，上述   

の捕獲・目撃された島峡部以外に直島での   

描獲記録もあることから，これらのヌーート   

リアは自力遊泳かあるいは何かの浮遊物を   

使って今回描獲・目撃された島喚部へたど   

り着いたという推測が可能である。  
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雄・米田・三浦懐悟：日本の晴乳類（改訂   
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川口敏・江．木寿男（2007）岡山県南西部におい   
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